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「平成28年度愛媛県読書グループ連絡協議
会総会並びに読書推進大会」が6月30日（木）、
松山市道後姫塚のにぎたつ会館にて開催され、
県下各地から読書グループ関係者、読書教育
関係者、読書愛好者等153名が集まりました。

平成28年度愛媛県読書グループ連絡協議会
総会並びに読書推進大会報告

総会では、今年度の事業計画・予算が承認され
ました。県内の読書グループ活動の相互理解と更
なる普及・発展を目指して、日々実践を重ねていま
す。
読書推進大会の事例発表では、二組の発表が
行われました。午後からは、先生をお招きして、講
演とワークショップをしていただきました。

講演会講演会講演会講演会 「田丸雅智の「田丸雅智の「田丸雅智の「田丸雅智の『『『『超ショートショート講座超ショートショート講座超ショートショート講座超ショートショート講座』』』』」」」」
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松山市出身のショートショート作家の田丸雅智先
生に「田丸雅智の『超ショートショート講座』」と
題して、ワークショップを中心とした形式で御講演
いただきました。ワークシートに沿って、参加者み
んなで思いつく名詞とその名詞から連想する言葉を
考え、それらを組み合わせることでできる不思議な
言葉から、さらに想像を広げて時間内にショート
ショートを完成させました。

「書くことは読み手を育成することになり、読書の
推進につながる。」という信念を持った指導に、参
加者は周りと意見交換しながら創作に励み、会場は
熱気に包まれていました。

「「「「Lie Maker」」」」 S.K.さんさんさんさん
「今日は４月１日、エイプリルフールだ。」 「うあー、すごい。おめでとう！ 」
朝早く起きた太郎君はにんまりしました。 「100点とったら、ゲーム買ってくれる約束だったよね。」

「ママ、今日、何日？」 喜んだママは、さっそくゲームを買ってきてくれました。
「４月１日。登校日よ。」 開けてみると、タイトルは
太郎君は勇んで学校に行きました。 “Lie Maker（うそ製造機）”
「ただいま、ママ。この前の算数テスト100点だったよ。」 でした。

こんなお話ができましたこんなお話ができましたこんなお話ができましたこんなお話ができました



「県読連」とは？
☆名称：「「「「愛媛県読書グループ連絡協議会愛媛県読書グループ連絡協議会愛媛県読書グループ連絡協議会愛媛県読書グループ連絡協議会」」」」略して「「「「県読連県読連県読連県読連（（（（けんどくれんけんどくれんけんどくれんけんどくれん））））」」」」と呼ばれています。
★発足： 1964年（昭和39年）12月に発足しました。今年で設立53年を迎える歴史と伝統のある団体です。
☆目的： 県下の各市町読書グループ相互の連絡と提携を図り、読書活動を推進するとともに、文化の向

上・発展に資するよう、日々実践を重ねています。
★会員： 会員数は県下全域に約346名です（平成27年度末）。事務局は愛媛県立図書館内にあります。
☆活動： スローガンは「「「「伝えよう読書のよろこび伝えよう読書のよろこび伝えよう読書のよろこび伝えよう読書のよろこび、、、、広げよう感動の輪広げよう感動の輪広げよう感動の輪広げよう感動の輪」」」」です。

地域の読書グループ活動の相互理解と、更なる普及・発展を目指して、読書推進大会や研究大会・
地区集会、講演会などを開催してきました。平成平成平成平成28282828年度も年度も年度も年度も、、、、会員を募集いたします会員を募集いたします会員を募集いたします会員を募集いたします。。。。

★★★★通信：通信：通信：通信： 各地域の活動情報を掲載していきたいと思いますので各地域の活動情報を掲載していきたいと思いますので各地域の活動情報を掲載していきたいと思いますので各地域の活動情報を掲載していきたいと思いますので、、、、原稿を広く募集中です原稿を広く募集中です原稿を広く募集中です原稿を広く募集中です。。。。
お問い合わせはお問い合わせはお問い合わせはお問い合わせは、、、、県読連事務局県読連事務局県読連事務局県読連事務局（（（（県立図書館内県立図書館内県立図書館内県立図書館内））））までまでまでまで。。。。（（（（089089089089----941941941941----1441144114411441））））

「箏と尺八で語る日本むかし話」「箏と尺八で語る日本むかし話」「箏と尺八で語る日本むかし話」「箏と尺八で語る日本むかし話」 邦楽グループ「楓邦楽グループ「楓邦楽グループ「楓邦楽グループ「楓FugaFugaFugaFuga雅（フーガ）」さん雅（フーガ）」さん雅（フーガ）」さん雅（フーガ）」さん

お話の絵をスクリーンに映しながら、箏と尺八の美しいハーモニーに合わせて「つるのおんがえし」を朗
読されました。

書く・繋ぐ・聴くから読書活動へ －読書推進大会・講演会より－
愛媛県読書グループ連絡協議会顧問愛媛県読書グループ連絡協議会顧問愛媛県読書グループ連絡協議会顧問愛媛県読書グループ連絡協議会顧問 愛媛県立図書館長愛媛県立図書館長愛媛県立図書館長愛媛県立図書館長 渡邊渡邊渡邊渡邊 洋人洋人洋人洋人

ことばで遊ぶ
愛媛県読書グループ連絡協議会会長愛媛県読書グループ連絡協議会会長愛媛県読書グループ連絡協議会会長愛媛県読書グループ連絡協議会会長 森川森川森川森川 啓子啓子啓子啓子

田丸雅智先生にいただいた色紙には「たった５分で行ける非日常！」とある。ワークショップで参加者
は名詞を複数書き、その１つの名詞から連想する言葉も複数書く。そして別の名詞と連想する言葉を組
み合わせて不思議な言葉をつくる。例えば発電に使えるタコ。非日常への飛躍が生まれ、一気に不思議
な楽しい世界へ突入する。書く楽しさから読書へ繋げる田丸先生。地域の読書ボランティアグループを
繋ぐことから新たなサービスの創出を試みる伊予市立図書館。筝・尺八の演奏と語りで昔話を読み聞か
せる邦楽グループ「楓Fuga雅」の皆さん。
当館も県立ならではのサービスで読書活動を推進していきたい。

今年は、ボランティアと行政が協力して読書推進を進めていくというご発表をはじめ、
意義ある大会が開催できましたこと、会員の皆様方には心よりお礼申し上げます。

また、一つの言葉から想像を広げ、右脳も左脳も駆使して夢のある物語にまとめるワークショップで
は、自分の語彙の少なさを痛感しましたが、とても楽しい時間でした。ことばで遊ぶという心地よい疲れ
に、帰路の車内では皆さん夢見心地。ワークショップの続きが頭の中を駆け巡っていたのかもしれま
せん。
来年は、「ショートショート大賞」の応募がどっと増えそうです。

「地域に飛び出す図書館」「地域に飛び出す図書館」「地域に飛び出す図書館」「地域に飛び出す図書館」

伊予市立図書館伊予市立図書館伊予市立図書館伊予市立図書館 北岡北岡北岡北岡 康平さん康平さん康平さん康平さん

市内の空き店舗を利用した図書室や市民が本を
紹介しあうプロジェクト「いよほん」、ボランティアとの
連携、ブックカフェなど、地域をつなぐ場所としての

図書館の運営に関する実践をご発表いただきました。
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